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1．タイトル部分のレイアウト
(1行あける)

  タイトルページのフォーマットはこの作成例に従って作成して下さい．和文のタイトル文字には14ポイントの太字を使用します．以下，欧文タイトル，著者名，所属，アブストラクトを上の例に従って9ポイント程度の文字を使用して作成して下さい．
(1行あける)

2．本文のレイアウト
(1行あける)

  本文は，上に指示するマージンの内側に，総幅52文字を25文字＋スペース2文字＋25文字の2段，50行で作成するものとします．用いる文字サイズは，9ポイント程度を標準とします．提出原稿は，縮小されないでそのままオフセット印刷され，A4サイズで製本されます．章，節，項の番号には，4．章の番号   4.1  節の番号  (1)  項の番号 のように指定して下さい．

 (last page)

付録
  本文は，参考文献で終わるものとし，もし，付録を置く場合には，参考文献の前に置いて下さい．最終ページは，2段組の両側の高さをなるべく同じ高さとしてください．参考文献は1)この例のように，上付き右括弧付き文字で指定します．参考文献の最後に論文の受付日を置いて下さい．

5.  図，写真および表
  図表はそれらを最初に引用する文章と同じページにおき，直接本文中に描画することを原則とします．図は，例えば図－３とし，図のタイトルとともに図の下に，表は，例えば表－２とし，表のタイトルとともに表の上に表示して下さい．もし，図表を貼り付ける場合には，ペーパーボンドや両面テープを用いて確実に貼り付けて下さい．写真も同じように適当な接着剤を用いて貼り付けて下さい．
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   図－3  図の作成例

参考文献
1) Dafalias, Y. F. and Popov, E. P. : A model of nonlinear hardening loading, Acta Mecha., Vol.21, pp.173-192, 1975.

2) Y. C. ファン（大橋義夫，村上澄男，神谷紀生共訳）：固体の力学／理論，培風館，1970.

3) 土木工事，建設一郎：脆性材料の構成則モデル，土木学会論文集No.1000/I-777，pp.1-11， 1999.

（2004年9月17日受付）






